
新年明けましておめでとうございます。今年最初のJAPhMedニュースは２月に開催されるセミナー、関西部会のイベン
トのご紹介です。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

        広報部会一同

今年度の学術集会総会の会長は本学会の理事で、臨床開発部会の
部会長を務めておられる小居秀紀先生（国立精神・神経医療研究
センター）です。大変魅力的なプログラムが予定されており、大
会１日目の大会長企画シンポジウム①「プログラム医療機器開発
と社会実装の実際～未来の医療や社会への貢献を目指して～」で
は我々日本製薬医学会の臨床開発部会も共催メンバーとして参加
しております。ぜひこちらのＵＲＬから参加登録をお願いします
（会費がリーズナブルな前期参加登録の締切が迫っています！）
参加登録 [前期登録期間中] | 日本臨床試験学会第16回学術集会総
会 | Confit 発行：日本製薬医学会
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日本臨床試験学会第16回学術集会総会のお知らせ
会期：2025年2月28日(金）～3月1日（土）
会場：パシフィコ横浜会議センター

臨床開発部会が主催するオンラインセミナーが2月に開催予定です。

日時 2025年2月14日（金）午前9時～午前10時30分

「Real World Data活用の最前線：神経芽腫における米国医薬品承認事例の洞察」

演者 Thomas Clinch先生
         (Senior Director, Biometrics&Clinical Development, US  WorldMeds, LLC.）

講演の内容（予定）米国で2023年12月に承認された神経芽腫の医薬品について取り上げます。当該医薬品は、米国の
承認申請に際して、外部対照群のデータがレビューされました。当該医薬品開発の背景や外部対照群の活用、FDAとの
コミュニケーションについて、お話を伺います。

■ 参加費： 会員1,000円、非会員2,500円
■ お申込み：Peatix からお申込みください。

  Real World Data活用の最前線：神経芽腫における米国医薬品承認事例の洞察 | Peatix

関西にお住まいの会員の皆さん、ぜひ現地でご参加ください！！オンライン参加の方はPeatixからお申込みください。

日時 2025年2月4日（火）18時00分～19時30分（開場は17時30分）

関西部会 春セミナー ～ 医療クラウドファンディングについて学ぶ ～
講師：川口 展子 先生 （京都大学大学院医学研究科リアルワールドデータ研究開発講座

   京都大学医学部附属病院腫瘍内科特定助教）
         多田 絵梨香 先生 （READYFOR株式会社）

現地会場：日本新薬株式会社 本社（京都市南区吉祥院西ノ庄門口町14) 北ゾーン研修棟2階講義室
オンライン参加：開催日前にオンライン接続URLを送付いたします。Peatixでの事前参加登録が必須となります。
  ■参加費： 会員 無料 、非会員 2,000円
  ■お申込み：Peatixからお申し込みください。  
                            https://kansai2025spring.peatix.com
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